
　

2
0
0
9
年

11
月
22
日
（
日
）、

常
磐
大
学
見
和

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
学
校
法
人

常
磐
大
学
の
設
置

す
る
学
校
の
卒
業

生
を
対
象
と
し
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
常
磐

大
学
の
卒
業
生

1
1
0
名
に
加

え
、
高
等
学
校
卒

業
生
60
名
、
短

期
大
学
卒
業
生

1
3
8
名
、
大
学

院
修
了
生
3
名
、

同
伴
の
方
9
名
、

教
職
員
53
名
の
計
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（1）

学
校
法
人
常
磐
大
学
開
学
1
0
0
周
年
記
念
事
業

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

3
7
3
名
が
参
加
。
当
日
の
司
会

は
、
奥
山
幸
恵
さ
ん
（
1
9
9
8

年
度
人
間
科
学
部
卒
）
が
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
高
等
学
校
卒

業
生
有
志
の
会
で
あ
る
「
ブ
ー
ケ
・
ド
・

ソ
ン
」
の
方
々
と
、
短
期
大
学
教
員
の
竹

中
先
生
、
鎌
形
先
生
に
よ
る
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
者
の
方
々
の
素
晴
ら

し
い
音
色
や
歌
声
に
聴
き
入
り
、
豊
か
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
は
会
場
を
L
棟
に
移

し
て
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
諸
澤

英
道
理
事
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
1
0
0

年
に
向
け
、『
世
界
的
視
野
で
考
え
、
行

動
で
き
る
人
間
を
育
て
る
。』
と
い
う
新

し
い
教
育
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
具
体
的
施
策
を
進
め
て
い
く
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
た
い
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
連
合
同
窓

会
会
長
で
あ
り
短
期
大
学
の
同
窓
会
会

長
で
も
あ
る
中
﨑
啓
子
様
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
り
、
高
等
学
校
の
同
窓
会
会
長
の
小
林

三
千
代
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

自
由
歓
談
に
入
る
と
、
参
加
者
が
思
い

思
い
に
学
生
時
代
の
思
い
出
や
日
頃
の
思

い
を
話
し
な
が
ら
、
懐
か
し
い
映
像
や
写

真
を
見
て
、
卒
業
生
・
教
職
員
と
も
再
会

を
喜
び
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

懇
親
会
中
は
常
磐
大
学
・
常
磐
短

期
大
学
吹
奏
楽
団
O
B
・
O
G
会
の

「
T
O
K
I
W
A
お
ん
ぷ
の
会
」
の
方
々

に
よ
る
演
奏
会
も
開
催
さ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
常

磐
大
学
同
窓
会
池
田
正
則
会
長
の
三
本
締

め
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
場
に
は
、
校
舎
の
写
真
や
卒
業

ア
ル
バ
ム
が
展
示
さ
れ
、
青
春
時
代
を

司会を務めた
奥山幸恵さん

ミニコンサート

TOKIWAおんぷの会による演奏

振
り
返
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
タ

イ
ム
ポ
ス

ト
が
設
け

ら
れ
、〝
常

磐
時
代
の

私
〞〝
10
年

後
の
自
分

（
家
族
）
へ
〞

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
預
け
、
10
年
後
に
開
封
す
る
と
い
う
企

画
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
教
育
学
専
攻

　

2
0
0
6
年
度
卒　

樫
村　

奈
津
子
さ
ん

　

在
学
中
、教
育
実
習
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
実
社
会
を
肌
で
感
じ
た

り
、
自
分
が
学
生
気
分
で
い
る
こ
と
を
痛
感

し
た
り
と
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。

○
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
教
育
学
専
攻

　

2
0
0
6
年
度
卒　

土
田　

翔
之
さ
ん　

　

み
ん
な
で
同
窓
会
の
よ
う
に
集
ま
る
こ
と

が
で
き
て
良
い
機
会
だ
っ
た
。
卒
業
し
た
ば

か
り
だ
が
、
社
会
人
を
経
験
し
て
か
ら
大
学

に
戻
っ
て
く
る
と
学
生
時
代
の
思
い
出
が
溢

れ
て
来
て
と
て
も
有
意
義
な
会
だ
っ
た
。
先

生
方
と
も
会
え
て
大
変
嬉
し
か
っ
た
。

○
人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　

2
0
0
7
年
度
卒　

添
泉　

敦
子
さ
ん

　

姉
は
組
織
管
理
学
科
を
卒
業
し
、
妹
は
現

在
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
在
学
し
て

い
て
い
る
の
で
、
姉
妹
揃
っ
て
常
磐
で
す
。

ゼ
ミ
の
西
澤
弘
行
先
生
と
お
話
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
現
在
妹
の
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ

て
い
る
森
弘
一
先
生
に
も
会
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。

○
国
際
学
部
国
際
協
力
学
科

　

2
0
0
0
年
度
卒　

佐
藤　

千
代
志
さ
ん

　

大
学
時
代
の
思
い
出
と
し
て
は
、
友
人
と

行
っ
た
学
園
祭
の
G
L
A
Y
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
オ
ペ

ラ
の
方
の
歌
唱
力
が
と
て
も
す
ば
ら
し
く
圧

巻
で
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
感
想
や
大
学
時
代
の
思
い
出
な
ど
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）

○
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
社
会
学
専
攻

　

1
9
8
6
年
度
卒　

池
田　

正
則
さ
ん

　

学
生
時
代
は
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
バ

イ
ク
に
夢
中
の
不
良
で
し
た
（笑）
。
今
で
は
息

子
の
野
球
応
援
が
楽
し
み
で
す
。

○
人
間
科
学
部
組
織
管
理
学
科　

　

1
9
9
7
年
度
卒　

矢
吹　

剛
顕
さ
ん

　

今
後
も
2
0
0
周
年
に
向
け
て
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
人
間
科
学
部
組
織
管
理
学
科

　

1
9
9
7
年
度
卒　

吉
岡　

哲
さ
ん

　

1
0
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

久
々
に
旧
友
に
会
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

○
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
心
理
学
専
攻 

　

1
9
9
8
年
度
卒　

門
馬　

達
也
さ
ん

　

明
治
42
年
に
開
学
し
今
年
で
1
0
0
周

年
。
改
め
て
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
教
育
へ
の
歩
み
を
続
け
、

次
の
1
0
0
年
を
目
指
し
、
常
磐
の
輪
を
広

げ
て
行
っ
て
欲
し
い
。

○
人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　

2
0
0
2
年
度
卒　

新
堀　

雄
一
さ
ん

　

当
時
の
知
人
に
は
会
え
な
か
っ
た
が
、
恩

師
に
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
先
生
と
連
絡
先

の
交
換
も
で
き
ま
し
た
。

理事長挨拶

14：30
 ～ 15:15

ミニコンサート（H棟） 
(1)「ブーケ・ド・ソン」
　　( 高等学校卒業生有志の会 )

　ピアノ独奏
　　永田 裕美子

バラード 第 3番
ショパン作曲

　ソプラノ独唱
　　砂押 亜希子
　ピアノ
　　小沼 美知

春よ
ティリンデルリ作曲
オペラ ｢ラ・ボエーム ｣
より
“私が街を歩くとき”
プッチーニ作曲

　フルート独奏
　　桑名 奈津子　
　ピアノ
　　石橋 衣里

フルート協奏曲　
第 2・3楽章
イーベル作曲

(2)「竹中治利先生・鎌形由貴乃先生」
　　( 短期大学旧・現教員 ) 

　ソプラノ独唱
　　鎌形 由貴乃
　ピアノ
　　大湊 浩美

喜歌劇「こうもり」より
“アデーレのアリア”
ヨハン・シュトラウス作曲

　バリトン独唱
　　竹中 治利
　ピアノ
　　大湊 浩美

スコットランド民謡
「アメージング・グレイス」
作曲者不詳

　二重唱
　　竹中 治利
　　鎌形 由貴乃
　ピアノ
　　大湊 浩美

歌劇
「ポギーとベス」より
“愛の二重唱”
ガーシュイン作曲

15：30
～ 17:00 懇親会（L棟）

・開会

・理事長挨拶

・連合同窓会会長挨拶

・乾杯

・自由歓談・交流　

　※パーティー料理は人間科学部健康栄養学科

　　学生考案メニュー

・「常磐のあゆみ」DVD 鑑賞

・TOKIWA おんぷの会演奏　

（常磐大学・常磐短期大学吹奏楽団 OB・OG会）

・全校校歌斉唱（伴奏 /TOKIWA おんぷの会）

・写真撮影

・閉会 

当日のプログラム

参加者でにぎわう懇親会場



　

早
い
も
の
で
私
が
常
磐
大
学
に
奉
職

し
て
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
初
、
人

間
科
学
部
組
織
管
理
学
科
に
い
ま
し

た
が
、
今
は
そ
の
学
科
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
現
代
社
会
学
科
組
織
管

理
学
コ
ー
ス
と
し
て
残
り
ま
し
た
が
、

2
0
0
6
年
、
行
政
系
の
先
生
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
に
で
き
た
地
域

政
策
学
科
に
所
属
し
、
翌
年
に
は
企
業

系
の
先
生
が
国
際
学
部
に
で
き
た
経
営

学
科
に
移
り
、
組
織
管
理
学
は
そ
の
名

称
と
と
も
に
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
そ
の
新
設
学
科

の
地
域
政
策
学
科
で
主
任
を
2
年
、
学

科
長
を
2
年
近
く
務
め
て
い
ま
す
。
定

員
60
名
に
対
し
39
人
か
ら
出
発
し
、
ず

い
ぶ
ん
周
り
に
心
配
を
か
け
ま
し
た
。

翌
年
も
41
人
で
し
た
。
学
科
会
議
で

は
、
な
に
が
原
因
で
こ
う
い
う
事
態
を

招
い
た
の
か
、
今
、
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
何
度
も
話
し
合
い

ま
し
た
。
単
純
で
す
が
、「
い
い
授
業

を
や
ろ
う
！
」「
学
生
を
大
切
に
し
よ

う
！
」
そ
し
て
「
学
生
た
ち
に
真
摯
に

向
き
合
え
ば
評
価
さ
れ
る
！
」「
そ
れ

で
よ
い
！
」
と
構
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
68
名
で
す
。

　

最
近
、
地
方
の
時
代
と
強
く
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
大
学
も
地
域
貢
献
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
学
部
に
き
て
気
づ
い
た
こ
と
は
そ

の
地
域
貢
献
に
実
務
的
に
関
わ
っ
て
い

る
先
生
が
多
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

私
も
い
つ
の
間
に
か
、
県
や
市
町
村
、

ま
た
は
財
団
や
N
P
O
な
ど
の
仕
事
に

不
慣
れ
な
が
ら
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
方
の
仕
事
は
、
実
務
的
で
、
現
場
の

問
題
解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
政

策
学
科
は
、
実
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
学

科
で
し
た
。

　

さ
て
、徒
然
草
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

数
十
年
た
っ
て
み
れ
ば
、
も
と
あ
っ
た

建
物
は
な
く
、
も
と
い
た
人
は
な
く
、

も
と
あ
っ
た
景
色
も
な
く
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
同
期
の
先
生

4
人
の
う
ち
2
人
は
他
大
学
に
移
り
ま

し
た
。
古
老
の
先
生
方
も
い
な
く
な
り

私
も
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
大
学

は
、
10
年
前
は
、
雑
木
林
の
中
の
空
間

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
今
は
、
建

物
も
増
え
、な
に
よ
り
、

美
し
い
庭
園
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
森
が
あ

り
構
内
が
高
い
樹
木
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
も

と
あ
っ
た
学
科
は
今
は

な
く
、
知
ら
な
い
学
科

の
名
前
を
み
て
時
に
寂

し
く
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な

中
、
変
わ
ら
ぬ
も
の
も
あ
り
ま
す
。　

　

最
近
、
市
役
所
に
勤
め
て
い
る
教
え

子
が
き
て
、「
後
輩
に
入
っ
て
き
て
欲

し
い
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
母
校

愛
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
も
、

こ
こ
姫
ヶ
丘
に
学
舎
が
あ
り
、
そ
れ
が

1
世
紀
を
ま
た
い
だ
伝
統
を
引
き
つ
ぐ

英
知
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
の
で
す
。
変
わ
ら
ぬ
も
の
、
そ
し

て
つ
な
が
る
希
望
と
し
て
「
同
窓
会
」

が
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（2）

MESSAGE

希
望
羽
ば
た
く
姫
ヶ
丘

　

こ
の
会
報
が
発
刊
さ
れ
る
と
き
に
は
、

年
が
明
け
、
２
０
１
０
年
と
な
っ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、

ス
キ
ー
を
始
め
た
り
、
釣
り
を
本
格
的
に

始
め
た
り
し
た
も
の
の
、
こ
れ
と
い
っ
た

目
標
を
立
て
ず
に
過
ご
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
せ
い
も
あ
り
、
私
生
活
に
は
、
こ
れ

と
い
っ
た
変
化
も
な
く
、
気
が
つ
け
ば
30

歳
。
そ
し
て
趣
味
ば
か
り
に
休
日
を
費
や

す
も
の
の
、
そ
の
趣
味
は
、
ま
っ
た
く
上

達
し
て
い
な
い
・
・
・
。
同
期
卒
業
の
皆

さ
ん
は
す
で
に
結
婚
し
た
り
、
新
し
い
何

か
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
大
き
く
成
長
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
そ
う
思
う
と

「
何
か
を
変
化
さ
せ
よ
う
。」
と
思
う
も
の

の
、「
何
か
」
が
分
か
ら
な
い
。
な
の
で

２
０
１
０
年
は
、
そ
の
「
何
か
」
を
探
し

て
み
ま
す
。（
久
松
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

ご
結
婚
さ
れ
た
方

小
林 

秀
樹
さ
ん
「
人
間
科
学
部
18
期
」

明治大学大学院政治経済学研究
科博士課程単位取得満期退学。
専門：政治社会学、政治過程論。

コミュニティ振興学部教授
地域政策学科長

先生林　寛一

　

２
０
０
９
年
１１
月
２２
日
（
日
）
水
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
学
校
法
人

常
磐
大
学
開
学
１
０
０
周
年
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
は
、
国
、
県
、
市
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
を
始
め
、県
内
外
の
大
学
、

短
期
大
学
等
の
学
校
関
係
者
、
現
旧
教

職
員
、
卒
業
生
、
在
校
生
の
代
表
者
ら
、

約
４
０
０
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
式
辞
に
お
い
て
、
諸
澤
英

道
理
事
長
か
ら
、「
各
関
係
機
関
の
方

を
は
じ
め
、
こ
の
１
０
０
年
を
支
え
た

旧
教
職
員
や
、
卒
業
生
な
ど
に
も
参
列

し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
の
支
え

に
よ
り
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
た
こ
と

に
改
め
て
気
が
つ
き
、
感
激
し
て
い
ま

す
。
学
校
法
人
常
磐
大
学
の
創
立
者
諸

澤
み
よ
の
教
育
は
「
授
業
を
通
じ
た
人

間
教
育
」
で
あ
り
、
今
日
ま
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
教
育

は
、『
知
識
』
を
与
え
る
こ
と
か
ら
『
考

え
る
力
』
を
養
成
す
る
こ
と
に
変
容
し

ま
し
た
が
、『
考
え
る
力
』
は
、
時
間

を
か
け
て
養
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
私
学
の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し

て
、
理
想
的
な
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い

き
た
い
。」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
開
学
１
０
０
周
年
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
理
念
「
自
立
」「
創
造
」

「
真
摯
」
に
基
づ
き
、新
教
育
理
念
「
世

界
的
視
野
で
考
え
、
行
動
で
き
る
人
間

を
育
て
る
。」
を
策
定
し
た
こ
と
、
開

学
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
在

籍
中
の
学
生
生
徒
で
経
済
的
事
由
に
よ

り
学
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
者
に

対
し
、
奨
学
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ

学
校
法
人
常
磐
大
学

開
学
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行
！

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

２００9
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

部　

長
：
千
葉　

敦
先
生　

部
員
数
：
５２
名

○
関
甲
新
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ
１
部

　
（
3
部
中
1
部
）

　

常
磐
大
学　

４  

─ 

０　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

６  

─ 

１　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

３　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

５  

─ 

９ 　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

２　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

３　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

２　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

８　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

１ 　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

６  

─ 

５　

上
武
大
学

　

１
部
リ
ー
グ　

４
勝
６
敗　

５
位　

　

１
部
残
留

○
第
５５
回　

関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

　

安
田　
　

一
回
戦
敗
退

　

柴
田　
　

二
回
戦
進
出

　

高
橋　
　

敗
者
復
活
戦
敗
退

　

枝
元　
　

三
回
戦
進
出

○
第
41
回　

関
東
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

　

小
沼　
　

三
回
戦
進
出

　

伊
藤　
　

一
回
戦
敗
退

　

坂
本　
　

一
回
戦
敗
退

　

丸
山　
　

一
回
戦
敗
退

　

嶋
岡　
　

一
回
戦
敗
退

　

石
川　
　

四
回
戦
進
出

 

■ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

部　

長
：
粕
谷　

雄
二
先
生

部
員
数
：
16
名

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ　

　

男
子
５
部
（
6
部
中
5
部
）

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

３　

大
正
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

４　

千
葉
工
業
大
学

 

■ 

剣
道
部

部　

長
：
小
澤　

聡
先
生　

部
員
数
：
２6
名

　

常
磐
大
学　

２  

─ 

３　

武
蔵
野
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

４ 　

首
都
大
学
東
京

　

常
磐
大
学　

３  

─ 

２　

防
衛
大
学

　

◆
１
勝
４
敗　

５
部
残
留

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
秋
季
リ
ー
グ　

　

女
子
５
部
（
6
部
中
5
部
）

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

５　

国
士
舘
大
学

　

常
磐
大
学　

０  

─ 

４　

明
星
大
学

　

常
磐
大
学　

３  

─ 

２　

浦
和
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

４ 　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

４　

横
浜
国
立
大
学

　

◆
１
勝
４
敗　

５
部
残
留

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

　

<

男
子
シ
ン
グ
ル
ス>

西
脇 

ベ
ス
ト
32
（
B
ブ
ロ
ッ
ク
）

渡
部 

二
回
戦
進
出

<

男
子
ダ
ブ
ル
ス>

 

　

西
脇
・
渡
部　
　

二
回
戦
進
出

　

佐
々
木
・
岩
渕　

一
回
戦
敗
退

　

白
井
・
織
本　
　

二
回
戦
進
出

<

女
子
シ
ン
グ
ル
ス>

 

　

上
松　
　
　
　
　

一
回
戦
敗
退

　

大
沢　
　
　
　
　

一
回
戦
敗
退

　

川
上　
　
　
　
　

一
回
戦
敗
退

り
、
公
平

な
修
学
機

会
を
提
供

し
、
有
為

な
人
材
の

育
成
に
資

す
る
た
め

の
「
諸
澤

幸
雄
奨
学

金
制
度
」

を
創
設
し

た
こ
と
が

報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
諸
澤
幸
雄
奨
学
金
制
度
」
創
設
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
、
約
６０
年
前
に
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
方
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

そ
の
手
紙
に
は
、
貧
し
い
と
き
に
奨
学

金
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
そ
の
と
き
の
恩
返
し
を
し

た
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
手
紙
に

は
、
多
額
の
寄
付
が
添
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
は
、
寄
附
行
為
に
よ
り
教

育
を
行
っ
て
お
り
、
本
学
で
は
、
今
回

初
め
て
の
試
み
と
な
る
が
、
学
校
が
主

体
と
な
り
、
寄
付
を
募
り
、
そ
れ
を
原

資
に
こ
の
「
諸
澤
幸
雄
奨
学
金
制
度
」

を
運
用
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
、
本
制
度
へ
の
理
解
と
協
力
の
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
演
奏
会
、
祝

賀
会
が
開
か
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

清
水 

玲
子
さ
ん
「
人
間
科
学
部
17
期
」

清
水 

正
典
さ
ん
「
人
間
科
学
部
18
期
」

（
旧
姓　

飯
村
）

　

山
本　
　
　
　
　

一
回
戦
敗
退

<

女
子
ダ
ブ
ル
ス>

 

　

上
松
・
川
上　
　

二
回
戦
進
出

　

山
本
・
仲
江　
　

二
回
戦
進
出

第
40
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

<

男
子
個
人
戦>

 

 

山
田 
 
 
 
 
 

三
回
戦
進
出

 

川
津 
 
 
 
 
 

一
回
戦
敗
退

 

舛
井 
 
 
 
 
 

一
回
戦
敗
退

※
上
記
４
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部

活
動
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

 

■ 

弓
道
部

部　

長
：
佐
藤　

環
先
生

部
員
数
：
21
名


